



































































気を把握する場合も地域の CI が用いられ、多くの都道府県で作成されている 。単独の経済指
標でありながら、地域の景気全般の動向を反映し、より簡便に入手でき、より速報性の高いデー
タが存在すれば景気判断に資するであろう。髙林・豊原論文（「段ボール生産と景気変動に関
する一考察－関西経済を中心に－」）は、そのような可能性のあるデータとして「段ボール生産」
を取り上げている。同論文によれば、段ボール生産は全国、関西とも全体として短期的な景気
変動に先行していると判断することができること、段ボール生産は百貨店販売額を中心に大型
小売店販売額に先行していることが確認できる。すなわち条件付きであるが、段ボール生産は、
景気変動や個人消費に関する有力な先行指標になりうると判断することができると指摘してい
る。
　以上の企画論文が、関西経済予測に関心を持つ方々の興味を刺激し、研究発展の一助となれ
ば、これに過ぎる喜びはない。
